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機能追加 

かんたん監視登録機能 

簡易な監視設定の登録を一括で行う機能です。 

X-MONを初めてお使いのお客様向けの機能となりますが、操作に慣れているお客様に

も登録作業の負荷を軽減する機能としてご利用いただけます。 

 

「ホスト管理」に追加された「かんたん監視登録」ボタンをクリックします。 

 

 

以下の画面へ遷移します。 
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「障害発生メールの送信先」へはメールアドレスを入力します。 

その際、すでにユーザが登録されている場合は入力されたメールアドレスと一致する

ユーザが表示されます。 

 

 

入力したメールアドレスのユーザを新規作成することも可能です。 

 

 

 

情報の入力後「次へ」ボタンを押すと、対象のサーバにて監視可能なサービスを検出

し、一覧で表示します。 

  



5 
 

 

 

監視の設定は基本的にはデフォルトで入力されていますが、一部ユーザにて入力必要

な情報（データベース接続情報など）があります。 

 

 ユーザにて入力必要な情報がないサービス（A） 

 該当行の背景色が灰色になります。 

「詳細設定」ボタンより監視の設定を変更することができます。 

 

 ユーザにて入力必要な情報があるサービス（B） 

 該当行の背景色がオレンジになります。 

「情報を入力して監視する」から必要な情報が入力されると、（A）と同様の

表示になります。 

 

監視を行う必要のないサービスについては、各行内のチェックボックスのチェックを

外してください。 

 

 

情報の入力が終われば、「次へ」ボタンをクリックします。 

  

A 
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確認画面が表示されますので、問題がなければ「作成と承認」ボタン、内容を変更す

る場合は「変更する」ボタンをクリックします。 

 

 

「作成と承認」ボタンをクリックすると、監視設定が登録されます。 

「障害発生メールの送信先」に入力されている情報は、該当へのメール通知としてエ

スカレーション設定に登録されます。 
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監視設定の登録を終了する場合は「X-MONを再起動して監視を開始する」ボタン、引

き続き登録を行う場合は「引き続き別のホストを登録する」ボタンをクリックしま

す。 
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監視テスト機能 

サービスの作成・編集画面にて、監視のテスト実行を行う機能です。 

サービス登録前に入力内容の確認を行うことができます。 

 

以下のボタンをクリックすると、その時点で「サービス監視用コマンド」欄に入力さ

れている内容でテスト実行が行われます。 

 

 

 

  

ボタンをクリックすると、 

テスト結果が表示されます。 
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本機能は、下記コマンドでは非対応となります。 

非対応のコマンド選択時には「監視テスト実行」ボタンは表示されません。 

 

コマンドグループ コマンド名称 

Hyper-V監視 Hyper-V ゲストストレージデバイス（エラー）監視 

Hyper-V ゲストストレージデバイス（読み取り/書き込み）

監視 

Hyper-V 仮想スイッチ受信量監視 

Hyper-V 仮想スイッチ送信量監視 

Linux/Unix系リソース監視 

(SNMPv1,v2対応) 

CPU監視 

CPU監視(コア数分割) 

TRAFFIC監視 

TRAFFIC監視(複数インターフェイス合計) 

Linux/Unix系リソース監視 

(SNMPv3対応) 

CPU監視(認証) 

CPU監視(コア数分割/認証) 

CPU監視(コア数分割/認証暗号化) 

CPU監視(認証暗号化) 

TRAFFIC監視(認証) 

TRAFFIC監視(複数インターフェイス合計 認証) 

TRAFFIC監視(複数インターフェイス合計 認証暗号化) 

TRAFFIC監視(認証暗号化) 

SNMP監視(v1,v2対応) SNMPカウンター値監視(1軸) 

SNMPカウンター値監視(2軸) 

SNMPカウンター値監視(3軸) 

SNMP監視(v3対応) SNMPカウンター値監視(1軸/認証) 

SNMPカウンター値監視(1軸/認証暗号化) 

SNMPカウンター値監視(2軸/認証) 

SNMPカウンター値監視(2軸/認証暗号化) 

SNMPカウンター値監視(3軸/認証) 

SNMPカウンター値監視(3軸/認証暗号化) 

ログ監視 ログ監視 

NRPE経由でのログ監視 

監視サポートコマンド ダミープラグイン(ステータスを任意のものに更新) 

VMware監視 VMware物理 NIC受信量監視 

VMware物理 NIC送信量監視 



10 
 

VMware仮想スイッチ受信量監視 

VMware仮想スイッチ送信量監視 

Webサービス監視 Webコンテンツ改ざん監視 

Webコンテンツ改ざん監視(一括監視) 

Windowsリソース監視 SNMPによるWindowsTRAFFIC監視 

WMIによるWindowsイベントログ監視 

WMIによるWindowsイベントログ監視(自動復旧) 

 監視プラグイン設定で登録されたコマンド 
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X-MONサーバファイル参照機能 

X-MONサーバ上のファイルを管理画面にて表示、ダウンロードができる機能です。 

 

本機能は以下のユーザ権限のユーザのみ使用可能となります。 

 システム管理者 

 運用責任者 

 

システム情報画面に表示される以下のボタンをクリックします。 

 

 

以下の画面に遷移しますので、取得したいファイルを選択してください。 

 

本バージョンでは、以下のファイルが取得可能となっています。 

 X-MONログ 

 TRAPログ 

 ステータスファイル 
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「ファイル選択」欄のボタンをクリックすると、取得したファイルの一覧が表示され

ます。 
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上記の「表示」「ダウンロード」ボタンをクリックすると、該当ファイルの表示とダ

ウンロードができます。 

 

 

「X-MONログ」については、ファイル名の日付が実際のログの内容より 1日多くなり

ますのでご注意ください。 

各「ファイル名称」にマウスオーバーすると、以下のように日付が表示されます。 
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以下、「表示」ボタンクリック後の画面になります。 

 

 

表示する行数が大きくなるとサーバへの負荷がかかるため、管理画面での表示は 100

行目までとなっています。 

それ以降の確認は、ファイルをダウンロードして行ってください。 
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変更箇所 

X-MON3.2.2にて以下の変更が加わりました。 

 

Hyper-V監視 WindowsServer2012R2対応 

WindowsServer2012R2環境の Hyper-V監視が可能になりました。 

 

設定の登録方法などは従来と変更ありません。 

 

VMware監視 vSphere6対応 

vSphere6環境にて、下記監視プラグインが対応していませんでしたが、本バージョン

より監視可能になりました。 

 

 VMware仮想スイッチ受信量監視 

 VMware仮想スイッチ送信量監視 
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SNMPサービス一括作成 サービス ID初期値設定の追加 

SNMPサービス一括作成に、「サービス ID(英数字)初期値設定」項目が追加されまし

た。 

 

 

以下の通り、バージョン 3.2.1までにあったサービス IDの初期値が空白になるという

状態が起こらなくなっています。 

 

 「インタフェース名称」を選択した場合のサービス ID初期値 

 監視サービス（TRAFFICなど）の後ろに「_」＋インタフェース名称を付けた

もの 

 インタフェース名称に含まれるサービス IDに入力不可の文字（半角英数字お

よび「.」「-」「_」以外）は「_」に置き換えられる 

 
 

  

入力不可の文字が「_」に置き換えて入力される。 
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 「インタフェース番号」を選択した場合のサービス ID初期値 

 監視サービス（TRAFFICなど）の後ろに「_ifIndex」＋インタフェース番号を

付けたもの 

 
 

 参考：バージョン 3.2.1以前のサービス ID初期値 

 監視サービス（TRAFFICなど）の後ろに「_」＋インタフェース名称を付けた

もの 

 インタフェース名称にサービス IDに入力不可の文字が入力された場合、空白

になる 

 
 

  

インタフェース番号のため、入力不可の文字が入ることはなし。 

入力不可の文字が入ると空白になる。 
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不具合の修正 

管理者メニュー 

ドキュメント管理 

 Microsoft Edgeにてファイルをダウンロードした際にファイル名が誤った形で出力

される不具合  

 他ブラウザと同様のファイル名となるよう修正 


